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論文内容の要旨
























DNA 内の電荷移動過程に関する研究は、 DNA の酸化損傷との関わりから生物学的に重要であるとともに、 DNA
を導電性材料やナノデバイスへと応用する点からも極めて重要な課題である。本論文は、 DNA 内の電荷分離および
電荷移動機構に関する研究をまとめたものであり、その主な成果を要約すると以下のとおりである。
(1) 有機分子をホールプローブとして修飾した DNA のパルスラジオリシス測定から、ホール移動過程の観測を行う








(3) 100 Aを超える DNA の長距離ホール移動過程の直接観測に初めて成功し、グアニン聞のホッピングによってホ
ールが長距離を移動していることを速度論的に明らかにしている。さらに、そのホッピング過程を速度論的に詳
細に調べた結果から、ホール移動の配列依存性は溶媒和再配向エネルギーとプロトン移動過程によって支配され
ていることを見出している。
以上のように、本論文は、これまで、未知であった DNA 内の電荷分離と電荷移動過程を明らかにしており、高く評
価することができる。また、本研究で得られた知見は、電荷分離と DNA 酸化損傷の関係を明らかにするとともに、
DNA 導電性ナノ材料の実現に大きく貢献するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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